
 

 

平成２２年度全道ホームヘルプサービス研究大会 開催要綱 
 主催：北海道ホームヘルプサービス協議会 ／ 後援：北海道（予定） 

 
 
１．趣    旨  介護保険制度が導入されて１０年が経過し、ホームヘルプサービスを取り巻く状況が大きく

変化する中、事業所にとっては、平成２４年４月予定の介護保険制度の改正が重要な岐路とな

ります。 
本研究大会は、ホームヘルプサービス関係者を対象として、介護報酬改定に伴うホームヘルプ

サービス事業の影響検証を行い、経営の安定化やヘルパーの処遇改善及び適正な事業運営のあ

り方について考えるとともに、ホームヘルプサービスに必要な技術と知識の向上を図ることを

目的とします。 
 
２．と    き     平成２２年７月１２日（月）  １３：００～１７：００（受付１２：００） 
         平成２２年７月１３日（火）   ９：１５～１１：５０ 
 
３．と こ ろ    １日目：道民活動センター １階 かでるホール 
         ２日目：道民活動センター 各研修室 

（札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２・７ ℡ 011-204-5100） 
４．参加定員     ３５０名 
         ※申し込み多数の場合は、ホームヘルプサービス協議会会員を優先させていただきます。 

 
５．参 加 費     ・北海道ホームヘルプサービス協議会会員・準会員   ３，０００円 
                 ・上記以外の方                     ６，０００円 

 ※参加費は当日受付でお支払い願います。 
６．日    程     
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７．内  容 
〔 １日目：７月１２日（月）〕 

（１）開会（13:00～13:15）   開会挨拶 
（２）講演Ⅰ（13:15～15:15） 

    「ホームヘルプサービスと介護保険制度創設の１０年を振り返る」 

ホームヘルプサービスにおける介護保険創設の意義とこれまでの１０年間を振り返るとともに、今

までの課題について整理し、平成２４年の介護保険制度改正や介護報酬の改定等に向けて、今後のホ

ームヘルプサービス事業のあり方について学びます。 

講師：服部 万里子氏（立教大学 コミュニティ福祉学部 福祉学科 教授） 

 
（３）講演Ⅱ（15:30～17:00） 

    「ホームヘルプサービスの目指すもの－ホームヘルプサービス実態調査から検証し提言する－」 

        昨年、北海道ホームヘルプサービス協議会が実施したホームヘルプサービス総合基礎調査の結果に

基づき、平成２１年度介護報酬改定後の事業所の経営状況、職員の処遇改善への取組み、課題等を検

証し、平成２４年の介護保険法改正の論点と今後の事業経営のあり方について学びます。 
講師：山崎 加代子氏（北海道ホームヘルプサービス協議会 制度推進委員会 委員長 

           ／㈱シムス 取締役 はばたき事業部長） 



 

 
〔 ２日目：７月１３日（火）〕 

（４）分科会（9:15～11:45） 

○第１分科会 

講義・討議「認知症ケアにおけるホームヘルプサービスのあり方について」 

高齢化がすすみ、認知症高齢者の増加が見込まれる中で、在宅にて介護を行う割合は半数を超えて

いる現状です。そのような中、認知症高齢者の尊厳を支えるケアの確立が求められており、日常の生

活圏域を基本とした在宅でのホームヘルプサービスの方法や、認知症ケアへの理解を深めます。 

講師：長井 巻子氏（医療法人社団 三草会 在宅支援総括事業部 副部長） 

 

○第２分科会 

講義・演習「ホームヘルパーのためのメンタルヘルス対策」 

よりよい介護サービスを提供するためには、介護者の心のゆとりや豊かさが大切です。しかし、仕

事量の多さや重責などによるストレスから、バーンアウトや離職につながる者も少なくはありません。 

ここでは、忙しい毎日に追われるホームヘルパーの心身の健康を保つためのメンタルケアについて

学びます。 

講師：水谷 保幸氏（オホーツク海病院 副院長） 

 

○第３分科会 

講義・演習「ホームヘルプサービスにおけるリスクマネジメント」 

在宅介護現場においては、転倒、転落、誤嚥、やけどなど、様々な介護事故のリスクが顕在化して

います。現在、より質の高い介護サービスの提供が求められている中、リスクマネジメン

トに対するより一層の取り組みが事業者として必須となっています。  

訪問介護事業所におけるリスクマネジメントの取り組み事例を検討しながら、利用者

の信用・信頼を獲得し、サービスの効果を最大限に引き出すリスクマネジメントについ

て学びます。 

講師：中原 代助氏（株式会社インターリスク総研 主席エンジニア） 

 

（５）開会（11:45～11:50）各分科会ごとに閉会 

 
８．その他 

１日目のプログラムの「講演Ⅱ」終了後、平成２２年度北海道ホームヘルプサービス協議会代議員総会を

開催します。なお、総会につきましては、別途会員事業所あてに御案内申し上げます。 
 
９．参加申込みについて 

別添＜参加申込書兼アンケート＞に必要事項をご記入の上、平成２２年７月２日（金）【必着】までに下

記あてに、ＦＡＸにてお申し込みください。（尚、定員になり次第締め切りとさせていただきます。参加をお

断りする場合もしくは希望の分科会を変更して頂く必要がある場合のみ、７月５日（月）までに、お電話等

にてご連絡いたしますので、予めご了承ください。） 
         
北海道ホームヘルプサービス協議会 事務局 
  〒060-0002    札幌市中央区北２条西７丁目  北海道社会福祉総合センター２階 

北海道社会福祉協議会・地域福祉部地域福祉課内（担当：前田・江畑） 

Tel ０１１－２４１－３９７７(直通)  ２４１－３９７６（代表） 

Fax ０１１－２７１－３９５６ 

 


